
収
益
の
帰
属
年
度
を
巡
る
判
決

―
公
正
処
理
基
準
と
権
利
確
定
時
期
―

は
じ
め
に

法
人
税
法
上
、
収
益
計
上
時
期
の

原
則
的
な
基
準
に
関
す
る
明
文
規
定

は
な
く
、
各
事
業
年
度
の
益
金
の
額

は
、「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ

る
会
計
処
理
の
基
準
に
従
っ
て
計
算

す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
法

法
２２
�
）
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
会
計
原
則
等

は
発
生
主
義
を
採
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
収
益
の
実
現
が
あ
っ
た
時
、
す

な
わ
ち
、
そ
の
収
入
す
べ
き
権
利
が

確
定
し
た
と
き
の
属
す
る
年
度
の
収

益
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
下
、
収
益
計
上
時
期
を
巡
る
判

決
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
�
公
正
処
理
基
準

法
人
税
法
２２
条
４
項
に
定
め
る
公

正
処
理
基
準
と
は
、
企
業
会
計
原

則
、
会
社
法
、
金
融
商
品
取
引
法
等

の
計
算
規
定
等
で
、
一
般
社
会
通
念

に
照
ら
し
て
公
正
か
つ
妥
当
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
得
る
会
計
処
理
の
基
準

を
い
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
般
社
会
通
念
上
、
会

計
処
理
と
し
て
公
正
か
つ
妥
当
と
評

価
さ
れ
得
る
も
の
で
、
現
実
に
継
続

し
て
適
用
さ
れ
、
社
会
的
に
認
容
さ

れ
て
い
る
会
計
慣
行
も
含
ま
れ
ま

す
。（
平
成
１４
年
９
月
１２
日
神
戸
地
裁

判
決
・
Ｚ
２
５
２
―
９
１
８
８
）
。

具
体
的
に
、
旧
通
産
省
通
達
「
冠

婚
葬
祭
互
助
会
の
掛
金
が
中
断
し
て

い
る
加
入
者
の
既
払
込
掛
金
（
前
受

金
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
前
掲
判

決
等
）
、
経
済
産
業
省
令
「
電
気
事
業

会
計
規
則
」
な
ど
が
、
公
正
処
理
基

準
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
平

成
１９
年
１
月
３１
日
東
京
地
裁
判
決
・

Ｚ
２
５
７
―
１
０
６
２
３
）
。

裁
決
で
も
、
競
走
馬
の
売
買
に
係

る
収
益
計
上
時
期
に
つ
い
て
、
業
界

の
会
計
慣
行
を
公
正
処
理
基
準
と
認

め
た
も
の
が
あ
り
ま
す
（
平
成
４
年

６
月
８
日
裁
決
・
Ｊ
４３
―
３
―
０２
）
。

２
�
権
利
確
定
時
期
の
判

断
基
準

平
成
５
年
１１
月
２５
日
最
高
裁
で
判

示
さ
れ
た
「
権
利
確
定
時
期
の
判
断

基
準
」
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�

権
利
の
確
定
時
期
に
関
す
る
会

計
処
理
を
、
法
律
上
ど
の
時
点
で

権
利
の
行
使
が
可
能
と
な
る
か
と

い
う
基
準
を
唯
一
の
基
準
と
す
る

の
は
相
当
で
は
な
く
、
そ
の
法
人

が
特
定
の
基
準
を
選
択
し
、
継
続

し
て
そ
の
基
準
に
よ
っ
て
収
益
を

計
上
し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
人

税
法
上
も
そ
の
会
計
処
理
を
正
当

な
も
の
と
し
て
是
認
す
べ
き
で
あ

る
。

�

し
か
し
、
そ
の
権
利
の
実
現
が

未
確
定
で
あ
る
の
に
収
益
に
計
上

し
た
り
、
既
に
確
定
し
た
収
入
す

べ
き
権
利
を
現
金
の
回
収
を
待
っ

て
収
益
に
計
上
す
る
な
ど
の
会
計

処
理
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
に
適

合
す
る
も
の
と
は
認
め
難
い
と
い

え
る
。

３
�
商
品
の
輸
出
取
引
に

係
る
収
益

平
５
・
１１
・
２５
最
高
裁

（
棄
却
）（
確
定
）

Ｚ
１
９
９
―
７
２
３
３

最
高
裁
で
は
、
前
述
の
判
断
基
準

を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
判
断
し

ま
し
た
。

�

上
告
人
の
採
用
す
る
為
替
取
組

日
基
準
は
、
商
品
の
船
積
み
に
よ

り
既
に
確
定
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
売
買
代
金
請
求
権
を
、
為
替
手

形
を
取
引
銀
行
に
買
い
取
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
現
実
に
売
買
代

金
相
当
額
を
回
収
す
る
時
点
ま
で

待
っ
て
、
収
益
を
計
上
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
収
益
計
上
時
期

を
人
為
的
に
操
作
す
る
余
地
が
あ

る
の
で
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
に
適

合
し
な
い
。

�

船
積
日
基
準
に
よ
っ
て
輸
出
取

引
に
よ
る
収
益
を
計
上
す
る
会
計

処
理
は
、
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ

る
会
計
処
理
の
基
準
に
適
合
し
、

実
務
上
も
広
く
一
般
的
に
採
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
上
告
人

が
、
船
積
日
基
準
に
よ
っ
て
、
更

正
処
分
を
行
っ
た
こ
と
は
適
法
で

あ
る
。

４
�
機
械
装
置
の
Ｆ
Ｏ
Ｂ

取
引
に
係
る
収
益

昭
６１
・
９
・
２５
大
阪
地
裁

（
全
部
取
消
し
）（
確
定
）

Ｚ
１
５
３
―
５
７
９
４

こ
の
事
案
は
、
濾
過
装
置
の
Ｆ
Ｏ

Ｂ
取
引
に
係
る
収
益
に
つ
い
て
、「
検

収
日
基
準
」
で
計
上
す
べ
き
か
、「
船

積
日
基
準
」
で
計
上
す
べ
き
か
が
争

わ
れ
た
も
の
で
す
。
大
阪
地
裁
で

は
、
次
の
と
お
り
「
検
収
日
基
準
」

に
合
理
性
を
認
め
ま
し
た
。

�

原
告
は
、
濾
過
装
置
に
つ
き
仕

様
書
ど
お
り
技
術
者
を
派
遣
し
て

性
能
達
成
を
確
認
す
る
契
約
上
の

義
務
を
負
う
。

�

原
告
が
製
作
販
売
す
る
濾
過
装

置
の
特
質
及
び
各
契
約
に
照
ら

し
、
原
告
が
そ
の
収
益
計
上
時
期

を
検
収
時
と
す
る
こ
と
に
は
合
理

性
が
あ
る
。

５
�
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

入
居
一
時
金

平
２２
・
４
・
２８
東
京
地
裁

（
棄
却
）

Ｚ
８
８
８
―
１
５
６
７

こ
の
事
案
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
入
居
一
時
金
（
終
身
前
受
金
）
に

つ
い
て
、「
想
定
入
居
期
間
」
で
按
分

し
た
金
額
を
各
事
業
年
度
の
益
金
の

額
に
計
上
す
る
か
、
入
居
契
約
上
の

「
返
済
保
証
期
間
」
内
に
返
還
不
要

が
確
定
し
た
金
額
ご
と
に
各
事
業
年

度
の
益
金
の
額
に
計
上
す
る
か
が
争

わ
れ
ま
し
た
。

裁
判
所
は
、
次
の
と
お
り
原
告
主

張
の
「
想
定
入
居
期
間
」
基
準
を
認

め
ま
せ
ん
で
し
た
。

�

収
入
の
原
因
と
な
る
権
利
が
確

定
す
る
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権

利
の
特
質
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

�

本
件
終
身
入
居
金
は
、
一
定
期

間
の
介
護
等
の
役
務
の
提
供
ご
と

に
、
そ
れ
と
具
体
的
な
対
応
関
係

を
も
っ
て
発
生
す
る
対
価
か
ら
な

る
も
の
で
は
な
く
、
役
務
を
終
身

に
わ
た
っ
て
受
け
得
る
地
位
に
対

応
す
る
対
価
で
あ
り
、
い
わ
ば
賃

貸
借
契
約
に
お
け
る
返
還
を
要
し

な
い
保
証
金
等
に
類
す
る
も
の
で

あ
る
。

�

本
件
終
身
入
居
金
に
係
る
権
利

の
特
質
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
終
身

入
居
金
の
収
入
の
原
因
と
な
る
権

利
が
確
定
す
る
時
期
は
、
役
務
の

提
供
の
有
無
等
に
か
か
わ
り
な
く

決
せ
ら
れ
る
。

�

入
居
契
約
の
定
め
に
よ
れ
ば
、

本
件
終
身
入
居
金
は
、
返
済
保
証

期
間
内
に
解
約
さ
れ
た
と
き
は
、

中
途
終
了
返
済
条
項
の
定
め
に
基

づ
き
、
そ
の
期
間
内
で
逓
減
す
る

一
部
額
の
返
還
を
要
し
、
返
済
保

証
期
間
の
経
過
後
に
解
約
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
全
額
の
返
済
を
要

し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
収
入
の
原
因
と
な
る
権

利
は
、
期
間
の
経
過
に
よ
り
、
そ

の
返
還
を
要
し
な
い
こ
と
が
確
定

し
た
額
ご
と
に
、
そ
の
返
還
を
要

し
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
時
に
実

現
し
、
権
利
と
し
て
確
定
す
る
も

の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

６
�
過
収
電
気
料
金
等
の

返
還
請
求
権

平
４
・
１０
・
２９
最
高
裁

（
棄
却
）（
確
定
）

Ｚ
１
９
３
―
７
０
１
３

本
件
で
は
、
過
収
電
気
料
金
等
の

返
還
請
求
権
の
権
利
確
定
時
期
が
争

わ
れ
ま
し
た
。

上
告
人
（
自
動
車
部
品
製
造
業
）

は
、
過
大
支
払
の
日
に
属
す
る
各
事

業
年
度
の
損
金
額
の
修
正
で
あ
る
と

主
張
し
ま
し
た
が
、
最
高
裁
で
は
、

次
の
と
お
り
、
そ
れ
を
斥
け
ま
し

た
。

�

上
告
人
の
東
北
電
力
に
対
す
る

過
収
電
気
料
金
等
の
返
還
請
求
権

は
、
東
北
電
力
に
よ
っ
て
、
計
量
装

置
の
計
器
用
変
成
器
の
設
定
誤
り

が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
「
新
た
な

事
実
」
の
発
生
を
受
け
て
、
両
者
間

に
お
い
て
、
確
認
書
に
よ
り
返
還

す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
合
意
が
成

立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
し
た

も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

�

し
た
が
っ
て
、
合
意
の
成
立
日

の
属
す
る
事
業
年
度
の
益
金
の
額

に
算
入
す
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

税
務
調
査
で
は
、
収
益
計
上
時
期

が
問
題
と
な
る
こ
と
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
収
入
す
べ
き
権
利
の
確

定
は
、
そ
の
業
種
や
権
利
の
特
質
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
企
業
会
計
原
則

等
や
通
達
で
解
決
で
き
な
い
場
合

は
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
裁
判
例
・
裁
決

例
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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